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「
班
長
会
」
書
面
配
布
で
開
催

10
月
16
日
開
催
予
定
の
「
班
長
会
」

に
つ
い
て
は
、
構
成
員
が
３
０
０
余
名

と
非
常
に
多
人
数
が
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

書
面
を
配
布
す
る
こ
と
で
「
班
長
会
」

に
替
え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

配
布
書
面
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
上
期
事
業
報
告
お
よ
び
下
期
事
業

計
画

・
中
間
決
算
報
告

10
月
16
日
の
役
員
会
後
に
、
理
事
が

新
班
長
に
書
面
を
お
届
け
し
ま
す
。

班
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
書
面
の
受
領

確
認
書
を
、
事
務
局
に
持
参
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
提
出
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
文
化
祭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
祭
」
の

お
知
ら
せ

実
行
委
員
会

皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

「
文
化
祭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
祭
」
は
、
先
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
11
月
６

日
（
日
）
、
10
時
か
ら
15
時
、
清
和
台

南
小
学
校
で
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
今
月
号
は
さ
み
込
み
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
治
会
と
し
て
、
「
お
楽
し
み
抽
選

会
」
を
実
施
し
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
今
月
号
に
は
さ
み
込
み
ま
し
た

抽
選
券
を
当
日
抽
選
箱
に
入
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
後
日
第
２

自
治
会
館
で
厳
正
に
抽
選
を
行
い
、
当

選
者
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
同
時
開
催
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
祭
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
く
じ
引
き
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
賞
品
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
お
友
達
お
誘
い
の
上
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
の
お
願
い

川
西
北
陵
高
校
は
、
社
会
貢
献
活
動

に
参
加
さ
れ
て
お
ら
れ
、
家
庭
で
着
な

く
な
っ
た
子
ど
も
服
を
世
界
の
難
民
キ
ャ

ン
プ
に
届
け
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
口
近
く
に
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

お
り
ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
並
び
に
自
治
会
Ｈ

Ｐ
（
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

ご
協
力
の
お
願
い

福
祉
・
保
健
部

自
治
会
で
は
、
理
事
・
班
長
さ
ん
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
昨
年
か
ら
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
」
と
「
歳
末
助
け
合
い

募
金
」
を
同
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
金
は
、
高
齢
者
の
支
援
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
５
丁
目
通
行
規
制
に
つ
い
て

過
日
、
県
道
東
５
丁
目
交
差
点
か
ら
、

東
５
丁
目
南
交
差
点
の
一
筋
東
の
道
路

で
、
平
日
、
７
時
30
分
～
８
時
30
分
、

車
を
通
行
禁
止
と
す
る
規
制
が
始
ま
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
学
校
の
通
学
時
間
帯
に
、

外
周
道
路
か
ら
当
該
道
路
に
進
入
す
る

車
が
多
く
、
児
童
の
安
全
確
保
に
向
け
、

清
和
台
南
小
学
校
が
何
ら
か
の
規
制
を

要
望
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
自
治
会
も

賛
同
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう



役
員
会
だ
よ
り
（
４
４
１
号
）

開
催

９
月
18
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
10
月
の
会
議
日
程

10
月
16
日(
日)

役
員
会

※
班
長
会

書
面
配
布
に
よ
る

上
期
事
業
実
績

下
期
事
業
計
画

中
間
決
算
報
告

下
期
班
長
名
簿

・
11
月
の
行
事
予
定

11
月
６
日(

日)

文
化
祭

（
１
面
参
照
）

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員

１
名
追
加
推
薦
書
提
出
済

・
東
５
丁
目

通
学
路
規
制

・
虫
生
ダ
ム
歩
道
安
全
灯

設
置
要
請

・
住
宅
団
地
周
辺
特
定
外
来
種

ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
問
題

・
東
高
層
県
住

東
斜
面
倒
木
処
理
済

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
宅
跡
地
再
開
発

（
下
欄
参
照
）

・
北
谷
公
園
他
２
公
園

遊
具
更
新

・
東
５
陸
橋
の
定
期
検
査

10
月
３
日

・
下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

来
年
１
月
末
～
２
月

予
定

・
自
治
会
費
、
赤
い
羽
根
募
金
等

10
月
に
書
類
配
布

一
括
実
施

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
8
月
度
部
長
会
の
準
備
、
議
事
録
作

成
、
後
片
付
け

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

３
２
０
号
発
行
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

・
広
報
板
管
理

（
環
境
部
）

・
公
園
管
理

東
３
丁
目
公
園

水
道
蛇
口
修
理
済

猪
名
川
渓
谷
公
園

鉄
棒
錆
連
絡
済

四
季
の
小
径
公
園

諸
件
処
理
済

・
資
源
回
収
事
業

８
月
度
実
績

39
・
８
ト
ン

(

前
年
比
90
％)

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
８
月
度
慶
弔
関
係

結
婚

１
件

新
生
児
誕
生

１
件

お
悔
や
み

２
件

・
敬
老
お
祝
い

３
８
４
名(

１
名
増)

（
文
教
部
）

・
８
月
３
日
、
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
講
習
会

実
施

・
文
化
祭

抽
選
会
準
備

・
横
断
幕
点
検

（
体
育
部
）

・
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
準
備(

10
・
22)

・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ(

11
・
13
予
定)

（
詳
細

挟
み
込
み
チ
ラ
シ
参
照
）

（
安
全
部
）

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

１
件

西
４
県
道

車
と
歩
行
者

刑
法
犯
罪

１
件

東
５

器
物
破
損(

車
に
傷)

・
交
通
安
全
講
習
会(

11
・
19
予
定)

（
会
館
運
営
部
）

・
各
会
館

懸
案
事
項
適
宜
処
理
済

９
月
行
わ
れ
た
業
者
の
説
明
で
は
、

当
該
地(

東
２
‐
４)

に
１
戸
建
て
を
37

戸(

１
～
３
階
建
、
高
さ
10
メ
ー
ト
ル

以
下)

の
住
宅
を
建

築
す
る
計
画
で
、

来
年
１
月
か
ら
宅

地
造
成
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

第
２
回

運
営
委
員
会
（
９
月
25
日
）

・
市
立
小
・
中
学
校
給
食
費
無
償
化

9
月
～
12
月
の
給
食
費
無
償
に
す
る

私
立
に
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
、
未

就
園
児
に
対
し
て
は
1
万
円
相
当
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布

・
文
化
祭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
祭

11
月
６
日
（
日
）

10
時
～
15
時

南
小
学
校

猪
名
川
源
流
太
鼓
が
出
演
し
ま
す

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
カ
ラ
ス
対
策

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
エ
コ
バ
ッ
グ

が
、
原
料
高
騰
の
た
め
９
月
か
ら
価
格

改
定(

２
、
２
０
０
円
ア
ッ
プ)

さ
れ
ま

し
た
。

※

自
治
会
７
割

会
員
３
割
負
担

せいわだいにゅ～す 令和４年１０月９日（２）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り

Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
宅
跡
地
再
開
発

エ
コ
バ
ッ
グ
・
ラ
イ
ト
値
上
げ



「
子
ど
も
会
」
入
会
募
集

清
和
台
地
区
子
ど
も
会

対

象

年
長
（
兄
弟
は
年
中
）
～

小
学
生

内

容

文
化
祭
出
店

キ
ッ
ザ
ニ
ア
バ
ス
ツ
ア
ー

11
月
13
日
（
日
）

ク
リ
ス
マ
ス
会

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
等

会

費

1
、
５
０
０
円

（
保
険
代
込
）
／
年

申

込

10
月
17
日
（
月
）
ま
で
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
会
で
楽
し
い
思
い
出
を
た
く

さ
ん
作
り
ま
し
う
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら

も
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

け
ま
す
。

献
血
の
お
願
い

献
血
推
進
協
議
会

清
和
台
支
部

日

時

11
月
６
日
（
日
）

10
時
10
分
～
12
時

13
時
15
分
～
15
時

場

所

清
和
台
南
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
文
化
祭
会
場
）

輸
血
用
血
液
の
安
定
確
保
の
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

交
通
安
全
講
習
会
の
ご
案
内

安
全
部

日

時

11
月
19
日
（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

場

所

第
４
自
治
会
館

内

容

交
通
安
全
・
事
故
防
止
に

つ
い
て

講

師

川
西
警
察
署

交
通
課

長
谷
川

潤

警
部
補

（５） せいわだいにゅ～す 令和４年１０月９日

さ
ん
り
ん
し
ゃ

①
日

時

10
月
19
日
（
水
）

10
時
～

場

所

友
楽
園

内

容

さ
つ
ま
い
も
堀
り

持
ち
物

長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、

軍
手
、
飲
み
物
な
ど

※

小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）

②
日

時

11
月
9
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

第
３
自
治
会
館

内

容

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

（
つ
ま
み
細
工
に
挑
戦
！
）

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

参
加
費
無
料
・
予
約
不
要

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

日

時

10
月
26
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

m
u
k
u

」

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
、
お
菓
子
付

※

清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

が
あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

11
月
10
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
４
自
治
会
館

内

容

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
演
奏

（
ス
マ
イ
ル
）

※
飲
物
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

11
月
20
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

内

容

紙
し
ば
い
（
楽
）

ラ
ク

「
竜
の
お
さ
ん
ば
さ
ん
」

参
加
費

１
０
０
円

※

清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

が
あ
り
ま
す

全
て
の
行
事
に
は
、
マ
ス
ク
着
用

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

(

敬
称
略
）

６
月

安
田

類

西
２

る
い

７
月

岡
田

和
平

東
２

わ
へ
い

申込先

seiwadai.kodomokai@gmail.com

田邉 090-7899-6894



せいわだいにゅ～す 令和４年１０月９日（４）

高血圧を放置した場合、脳血管性痴呆、

心房細動、腎不全が起きる可能性が高くな

ります。

脳血管性痴呆は認知症の中でも30％程度

と頻度も多く、発症すると、アルツハイマー

型認知症のように進行を予防する薬もあり

ません。ただ、アルツハイマー型認知症と

は異なり、早朝血圧を抑えてラクナ梗塞

（隠れ脳梗塞といい、細い血管が閉塞する

ために引き起こされる症状のない脳梗塞で

す）多発を防げば予防できます。

この脳血管性痴呆は、情動失禁など切れ

やすい人格を惹起するのも問題で、その性

格から家人に多大な迷惑をかけます。高血

圧を放置し、自分は症状がないから大丈夫

と話していたのに、最終的に脳血管性認知

症になった方を何人か知っていますがその

方を介護する家族の苦労を見るにつけ、高

血圧の治療も強制力があったらいいのにと

思ってしまいます。

心房細動については国立循環器病センター

の研究で血圧が120mmHgを超えると発生率が

1.7倍になると報告しています。心細動は重

篤な脳梗塞を併発し、寝たきりになる可能

性もあり、怖い不整脈です。

また、高血圧や脂質異常症による腎動脈

の動脈硬化から慢性腎臓病を発症し、最終

的に腎不全になる方もおられます。これら

の高血圧による合併症は、もし、人間が永

遠に生きることができるのなら、最終的に

は必ず発症します。

しかし、その人の持つ脳心血管の耐久性

が異なるため、ある方は早期に障害が発症

し、ある方は生きているうちに発症しない

です。皆さんは、この障害が出ないほうに

かけて、高血圧を放置し、合併症により日

常生活が不自由になり、家族に介護をして

もらいますか。

次回はようやく膵臓のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（82）血圧

滋
賀
県
守
山
市

私
は
名
古
屋
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

小
学
校
１
年
の
３
学
期
に
琵
琶
湖
畔
の

滋
賀
県
野
洲
郡
速
野
村
（
町
村
合
併
を

経
て
現
在
は
守
山
市
）
に
移
り
、
高
校

卒
業
ま
で
の
大
部
分
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
地
が
私
の
故
郷
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
海
道
線
守
山
駅
か
ら
、
８
㎞
余
り
、

琵
琶
湖
の
一
番
幅
の
狭
い
位
置
に
な
り
、

東
は
近
江
盆
地
の
彼
方
に
鈴
鹿
山
脈
を

望
み
、
西
は
琵
琶
湖
の
向
こ
う
に
比
叡

山
か
ら
比
良
山
系
の
山
並
み
が
連
な
っ

て
い
ま
す
。

家
か
ら
徒
歩
数
分
で
湖
岸
。
漁
港
と

小
さ
な
桟
橋
が
あ
り
、
当
時
は
浜
大
津

ま
で
定
期
船
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

転
校
当
初
は
同
級
生
た
ち
に
名
古
屋

弁
を
笑
わ
れ
な
が
ら
も
、
田
舎
の
生
活

が
新
鮮
で
す
ぐ
に
な
じ
み
ま
し
た
。
路

地
や
空
地
で
ボ
ー
ル
遊
び
、
缶
蹴
り
、

ゴ
ム
跳
び
、
と
き
に
は
魚
釣
り
な
ど
を

し
て
遊
び
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
家
が
米
農
家
な
ど
で
、

小
学
校
で
は
田
植
え
の
前
の
５
月
に
小

運
動
会
、
稲
刈
り
が
終
っ
た
10
月
半
ば

に
大
運
動
会
、
農
閑
期
の
2
月
に
は
校

区
を
２
分
し
て
２
日
に
わ
た
る
学
芸
会

が
あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
で
は
農
繁
期

の
６
月
と
10
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
２
週
間

は
午
前
中
の
短
縮
授
業
。
中
学
生
も
農

作
業
の
大
切
な
担
い
手
で
し
た
。

小
学
校
も
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
中
学
校
へ
も
田
ん
ぼ
の
中
の

一
本
道
を
自
転
車
通
学
。
春
は
菜
の
花
、

夏
は
青
田
、
秋
は
稲
穂
、
そ
れ
ぞ
れ
の

彩
り
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

冬
に
は
青
空
を
背
景
に
琵
琶
湖
の
対
岸

に
そ
び
え
立
つ
比
良
山
系
の
冠
雪
し
た

姿
に
凛
と
し
た
も
の
さ
え
感
じ
ま
し
た
。

ど
れ
も
が
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
で
す
。

田
ん
ぼ
と
水
郷
と
琵
琶
湖
と
遠
く
の

山
脈
…
の
ど
か
な
風
景
も
琵
琶
湖
総
合

開
発
で
遠
浅
の
湖
岸
が
埋
め
立
て
ら
れ
、

昭
和
39
年
に
琵
琶
湖
大
橋
完
成
、
湖
岸

道
路
が
通
り
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
な
ど
が

建
設
さ
れ
て
周
囲
の
風
景
は
一
変
し
ま

し
た
。

守
山
市
も
人
口
が
３
倍
近
く
に
な
り
、

京
都
、
大
阪
へ
通
勤
す
る
人
が
ふ
え
て
、

田
園
都
市
か
ら
近
郊
都
市
に
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
集
落
の
中
は
ま
だ
ま
だ

昔
の
ま
ま
の
懐
か
し
い
姿
が
残
っ
て
い

ま
す
。

東
２

浦
谷

正
美

私

の

故

郷


